
＜調 査 結 果＞

　　（１）　回答者の年齢　（問20） 34p

80p

　　（２）　回答者の居住区　（問21） 34p

全体（N=1,322） 81p

単 純 集 計

単 純 集 計

クロス集計

クロス集計

第２章　調査結果

回答の割合については、全体では「50～59歳」が22.6％と最も多く、次いで「60

～69歳」が20.7％となっている。単身者では「60～69歳」が22.1％と最も多く、次

いで「20～29歳」が19.1％となっている。

　１　回答者の属性

全体（N=1,322） うち単身者（N=272）

回答の割合については、「北区」が14.1％と最も多く、次いで「中央区」が13.8％、

「豊平区」と「西区」が11.6％となっている。

13.8% 

14.1% 

11.5% 

10.8% 

6.7% 

11.6% 

5.1% 

6.9% 

11.6% 

6.7% 

1.0% 

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

中央区

北区

東区

白石区

厚別区

豊平区

清田区

南区

西区

手稲区

無回答

18～19歳
1.7% 

20～29歳
9.9% 

30～39歳
13.0% 

40～49歳
18.5% 

50～59歳
22.6% 

60～69歳
20.7% 

70歳以上
12.5% 

無回答
1.1% 18～19歳

2.2% 

20～29歳
19.1% 

30～39歳
10.7% 

40～49歳
12.9% 

50～59歳
17.3% 

60～69歳
22.1% 

70歳以上
14.7% 

無回答
1.1% 
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＜調 査 結 果＞

　　（３）　回答者の最終学歴　（問22）
35p

全体（N=1,322） 82p

　　（４）　回答者の婚姻状況　（問23）
35p

全体（N=1,322） 83p

回答の割合については、「高等学校（全日制、定時制、通信制すべて含む）」が32.0％

と最も多く、次いで「大学」が21.9％、「専門学校」が20.0％となっている。

回答の割合については、「配偶者あり」が60.6％と最も多く、次いで「未婚」が

24.7％となっている。

単 純 集 計

クロス集計

単 純 集 計

クロス集計

中学校
2.7% 

高等学校（全日制、定時

制、通信制すべて含む）
32.0% 

高等専門学校
2.0% 

専門学校
20.0% 

短期大学
18.2% 

大学
21.9% 

大学院
1.3% 

その他
0.4% 

無回答
1.4% 

未婚
24.7% 

配偶者あり
60.6% 

離別
9.8% 

死別
4.0% 

無回答
1.0% 
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＜調 査 結 果＞

　　（１）　回答者の心身の健康状態　（問１） 25p

全体（N=1,322） 36p

　　（２）　回答者の生活の満足度　（問２） 25p

全体（N=1,322） 38p

単 純 集 計

クロス集計

単 純 集 計

クロス集計

回答の割合については、「まあ満足している」が46.0％と最も多く、次いで「どちら

ともいえない」が20.3％、「やや不満である」が14.6％となっている。

回答の割合については、「ふつう」が35.9％と最も多く、次いで「まあよい」が

27.4％、「あまりよくない」が17.0％となっている。

　２　現在の生活状況について

よい
16.1% 

まあよい
27.4% 

ふつう
35.9% 

あまりよくない
17.0% 

よくない
3.3% 

無回答
0.2% 

満足して

いる
12.1% 

まあ満足している
46.0% 

どちらともいえない
20.3% 

やや不満である
14.6% 

不満である
6.7% 

無回答
0.3% 

43.5% 20.3% 

よい・まあよい

あまりよくない・よくない

58.1% 21.3% 

満足している・まあ満足している

やや不満である・不満である
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＜調 査 結 果＞

　　（３）　回答者の家族構成　（問３）
25p

全体（N=1,322） 40p

回答の割合については、全体では「二世代（親子）」が41.3％と最も多く、次いで「配

偶者・パートナー」が32.4％、「ひとり暮らし」が20.6％となっている。

単 純 集 計

クロス集計

ひとり暮らし
20.6% 

配偶者・パートナー
32.4% 

二世代（親子）
41.3% 

三世代（親子と

、祖父母や孫）
3.8% 

その他
1.4% 無回答

0.5% 
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＜調 査 結 果＞

　　（１）　回答者の職業　（問４－１） 26p

42p

　　（２）　【問４－１で職に就いている方のみ】　業種　（問４－２） 26p

全体（N=856） 44p

単 純 集 計

クロス集計

クロス集計

回答の割合については、「その他」が29.7％と最も多く、次いで「その他サービス業」

が26.3％、「小売業」が10.2％となっている。

回答の割合については、全体では「正社員」が27.5％と最も多く、次いで「パート・ア

ルバイト（学生アルバイトを除く）」が25.0％、「主婦」が21.7％となっている。単身者

では「正社員」が38.6％と最も多く、次いで「無職」が18.0％、「パート・アルバイト（学

生アルバイトを除く）」が15.1％となっている。

全体

46.8%

単身者

61.8%正規雇用率

全体（N=1,322） うち単身者（N=272）

　３　経済状況について

単 純 集 計

3.9% 

3.9% 

1.5% 

5.7% 

10.2% 

3.4% 

1.6% 

7.2% 

26.3% 

6.2% 

29.7% 

0.8% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

建設業

製造業

卸売業

金融・保険・不動産業

小売業

情報通信業

運輸業

飲食・宿泊サービス業

その他サービス業

公務員

その他

無回答

正社員
27.5% 

派遣社員・

契約社員
6.3% 

パート・アルバイト

（学生アルバイトを除く）
25.0% 

会社経営者・

役員
1.2% 

自営業・自由業
2.0% 

家族従業者

（家業手伝い）
0.8% 

その他
2.3% 

主婦
21.7% 

学生
3.5% 

求職中
1.6% 

無職
8.3% 

無回答
0.4% 

正社員
38.6% 

派遣社員・

契約社員
8.8% 

パート・アルバイト

（学生アルバイトを除く）
15.1% 

自営業・自由業
3.7% 

その他
4.4% 

主婦
2.9% 

学生
5.9% 

求職中
2.9% 

無職
18.0% 
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＜調 査 結 果＞

　　（３）　回答者世帯の年間収入　【税・社会保険料込み】　（問５）
27p

46p

　　（４）　経済的な暮らし向きについて　（問６）
27p

48p

回答の割合については、全体では「600～999万円」が18.0％と最も多く、次いで

「200～299万円」が16.3％となっている。単身者では「200～299万円」が

24.6％と最も多く、次いで「100～199万円」が20.6％となっている。

回答の割合については、全体では「ふつう」が41.7％と最も多く、次いで「やや苦し

い」が25.1％となっている。単身者でも「ふつう」が38.6％と最も多く、次いで「やや

苦しい」が27.9％となっている。

クロス集計うち単身者（N=272）

単 純 集 計

クロス集計全体（N=1,322） うち単身者（N=272）

単 純 集 計

全体（N=1,322）

ゆとりがある
5.7% 

ややゆとり

がある
13.5% 

ふつう
41.7% 

やや苦しい
25.1% 

苦しい
12.9% 

無回答
1.1% 

ゆとりがある
5.1% ややゆとり

がある
8.5% 

ふつう
38.6% 

やや苦しい
27.9% 

苦しい
19.1% 

無回答
0.7% 

19.2% 38.0% 

ゆとりがある・ややゆとりがある

やや苦しい・苦しい

13.6% 47.0% 

ゆとりがある・ややゆとりがある

やや苦しい・苦しい

100万円

未満
9.0% 

100～199

万円
11.0% 

200～299

万円
16.3% 

300～399

万円
14.1% 

400～499

万円
8.9% 

500～599

万円
7.6% 

600～999

万円
18.0% 

1,000～

1,499万円
5.0% 

1,500万

円以上
2.2% 

わからない
6.1% 無回答

1.8% 

100万円

未満
13.6% 

100～199

万円
20.6% 

200～299

万円
24.6% 

300～399

万円
15.8% 

400～499

万円
12.1% 

500～599

万円
3.7% 

600～999

万円
4.4% 

1,000～

1,499万円
0.4% 

1,500万

円以上
0.4% 

わからない
3.7% 

無回答
0.7% 
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＜調 査 結 果＞

　　（１）　不安や悩みの相談相手の有無　（問７－１） 27p

全体（N=1,322） 50p

　　（２）　【問７－１で「相談相手がいる」と回答した方のみ】
　　　　　　相談の相手方　（問７－２　複数回答） 28p

全体（N=1,051） 51p

　４　抱えている悩みについて

回答の割合については、「いる」が79.5％と最も多く、次いで「いない」が10.5％と

なっている。

クロス集計

回答の割合については、「家族・親族」が91.3％と最も多く、次いで「友人・知人」が

73.7％、「仕事・学校関係者（職場の同僚・学校の先生など）」が20.5％となってい

る。

単 純 集 計

クロス集計

単 純 集 計

いる
79.5% 

いない
10.5% 

わからない
8.7% 

無回答
1.3% 

91.3% 

73.7% 

1.4% 

20.5% 

2.6% 

0.8% 

1.3% 

9.5% 

0.1% 

3.1% 

0.6% 

0.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

家族・親族

友人・知人

自治会・町内会・近所の人

仕事・学校関係者（職場の

同僚・学校の先生など）

行政機関（国や自治体）

ＮＰＯ法人などの民間団体

・ボランティア団体

社会福祉協議会

病院・診療所などの

医療関係者

テレビ・ラジオ・新聞

などの相談コーナー

その他

わからない（相談窓口の実施

主体が不明な場合を含む）

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（３）　不安や悩みを人に相談することについて、どう思うか 28p

　　　　　　（問８　複数回答） 全体（N=1,322） 53p

　　（４）　周りに取り残されていると感じたり、孤立してると感じること　（問９）
28p

55p

クロス集計

単 純 集 計

単 純 集 計

回答の割合については、全体では「ほとんどない」が43.8％と最も多く、次いで「と

きどきある」が35.6％となっている。単身者では「ときどきある」が44.9％と最も多

く、次いで「ほとんどない」が39.0％となっている。

クロス集計うち単身者（N=272）全体（N=1,322）

回答の割合については、「相談すると相手の負担になる」が6.6％と最も多く、次い

で「わからない」が4.7％、「相談することが恥ずかしい」が3.8％となっている。

2.5% 

2.6% 

1.0% 

3.8% 

6.6% 

2.2% 

1.1% 

4.7% 

35.1% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

相談することで解決できる、

または、解決の手がかりが得られる

相談することで解決しなくとも

気持ちが楽になる

相手に連絡を取ることや、不安や

悩みを説明するのが面倒である

相談することが恥ずかしい

相談すると相手の負担になる

相談しても無駄である

（相談しても解決しない）

該当するものがない

わからない

無回答

まったくない
15.4% 

ほとんどない
43.8% 

ときどきある
35.6% 

常にある
4.3% 

無回答
0.9% まったくない

9.6% 

ほとんどない
39.0% 

ときどきある
44.9% 

常にある
6.3% 

無回答
0.4% 

59.2% 39.9% 

まったくない・ほとんどない

ときどきある・常にある

48.6% 51.2% 

まったくない・ほとんどない

ときどきある・常にある
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＜調 査 結 果＞

　　（５）　経済的な困りごと　（問10　複数回答） 29p

全体（N=1,322） 56p

　　（６）　健康に関わる不安や問題　（問11　複数回答） 29p

全体（N=1,322） 58p

単 純 集 計

クロス集計

クロス集計

単 純 集 計

回答の割合については、「困りごとはない」が44.7％と最も多く、次いで「その他」が

21.2％、「家庭環境が変わって家計が苦しくなった（離婚、出産、子育て・子の進学、病

気、介護 など）」が18.0％となっている。

回答の割合については、「身体の病気やケガでの不調がある」が34.0％と最も多く、

次いで「不安や問題はない」が33.0％、「体力低下や自身に介護が必要になる不安が

大きい」が20.7％となっている。

13.0% 

7.0% 

3.0% 

18.0% 

3.3% 

21.2% 

44.7% 

2.2% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自分の失業や転職等

で収入が減った

家族の失業や転職等

で収入が減った

仕事を探しているが

見つからない（失業中）

家庭環境が変わって家計が苦しくなった

（離婚、出産、子育て・子の進学、病気、介護 など）

生活に最低限必要なものが買えないくらい

困窮した（食料品、生理用品などの物資）

その他

困りごとはない

無回答

34.0% 

13.4% 

20.7% 

3.9% 

7.0% 

12.5% 

33.0% 

1.3% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

身体の病気やケガ

での不調がある

精神的な問題を抱えている

体力低下や自身に介護が

必要になる不安が大きい

妊娠・出産の不安がある

手続きなどのときに、

保証人がいない

その他

不安や問題はない

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（７）　家庭に関わる問題　（問12　複数回答）
29p

全体（N=1,322） 60p

　　（８）　職場や学校、地域での人間関係に関わる問題　（問13　複数回答）
30p

全体（N=1,322） 62p

回答の割合については、「不安や問題はない」が73.2％と最も多く、次いで「その他」

が12.9％、「職場や学校、地域で人間関係がうまく築けない」が7.3％となっている。

クロス集計

単 純 集 計

クロス集計

回答の割合については、「不安や問題はない」が54.1％と最も多く、次いで「その他」

が18.1％、「家族の介護・看護や育児の負担が大きい」が9.8％となっている。

単 純 集 計

6.3% 

6.7% 

6.2% 

0.2% 

9.8% 

6.5% 

18.1% 

54.1% 

2.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自分と配偶者・

パートナーとの不仲

自分と家族（配偶者・

パートナー以外）との不仲

自分以外の家族の不仲

子どもへの虐待

家族の介護・看護や

育児の負担が大きい

家族の問題行動がある（引きこもり

、非行、浪費、ギャンブル など）

その他

不安や問題はない

無回答

7.3% 

2.0% 

2.1% 

3.0% 

12.9% 

73.2% 

2.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

職場や学校、地域で

人間関係がうまく築けない

職場や学校、地域でいじめ

やハラスメントを受けている

職場や学校、地域で

孤立している

近隣トラブルがある

その他

不安や問題はない

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（９）　住まいや居場所に関わる問題　（問14－１　複数回答） 30p

全体（N=1,322） 64p

　　（10）　【問14－１で住まいや居場所に関わる問題があると回答した方のみ】
　　　　　　問題を抱えた時、取った行動　（問14－２　複数回答） 31p

全体（N=179） 66p

回答の割合については、「不安や問題はない」が84.3％と最も多く、次いで「その他」

が8.8％、「安心できる居場所がない」と「賃貸契約の保証人がいない」が3.3％となっ

ている。

回答の割合については、「その他」が40.8％と最も多く、次いで「実家に行った」が

19.0％、「アパートを借りた」が16.8％となっている。

クロス集計

単 純 集 計

クロス集計

単 純 集 計

「その他」の内容として、「何もしていない」、「車にいた」、「保証会社を利用した」とい

う回答が複数あった。

0.4% 

0.1% 

3.3% 

0.6% 

3.3% 

8.8% 

84.3% 

2.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

家族との不仲、その他の事情

で住まいを転々としている

ＤＶなどのために、一時的に自宅

を出て避難しなければならない

賃貸契約の保証人がいない

病気・障がい・高齢などを理由に住まいが

借りられない、もしくは退去を求められている

安心できる居場所がない

その他

不安や問題はない

無回答

19.0% 

4.5% 

5.6% 

4.5% 

0.6% 

0.6% 

0.6% 

16.8% 

6.1% 

0.6% 

2.2% 

40.8% 

17.9% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

実家に行った

親せきの家に行った

友人・知人の家に行った

インターネットカフェ・

マンガ喫茶を利用した

インターネットで居場所

を求めた（募集した）

支援団体のシェルターを利用した

母子生活支援施設を利用した

アパートを借りた

宿泊施設（ビジネス

ホテルなど）を利用した

無料低額宿泊所を利用した

野宿をした

その他

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（11）　悩みや困りごとがあった場合の対応　（問15－１　複数回答） 32p

全体（N=1,322） 68p

　　（12）　【問15－１で「自分ひとりでなんとかする」、「何もしない」と回答した方のみ】

　　　　　　相談・支援を受けない理由　（問15－２　複数回答） 32p

全体（N=371） 70p

回答の割合については、「家族や周囲の人に相談したり、協力してもらう」が73.5％

と最も多く、次いで「公的な窓口に相談したり、支援を受ける」が26.3％、「自分ひとり

でなんとかする」が26.2％となっている。

回答の割合については、「窓口で解決できると思わないから」が32.9％と最も多く、

次いで「どこに相談したらよいかわからないから」が28.3％、「必要だが、我慢できる

程度だから」が27.8％となっている。

単 純 集 計

クロス集計

単 純 集 計

クロス集計

26.3% 

9.8% 

73.5% 

26.2% 

3.5% 

6.8% 

0.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

公的な窓口に相談

したり、支援を受ける

民間の窓口に相談

したり、支援を受ける

家族や周囲の人に相談

したり、協力してもらう

自分ひとりでなんとかする

何もしない

わからない

無回答

28.3% 

17.0% 

23.2% 

27.8% 

19.9% 

8.4% 

8.9% 

3.5% 

32.9% 

10.8% 

2.7% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

どこに相談したらよい

かわからないから

支援を受けるための

手続きが面倒だから

必要ではないから

必要だが、我慢

できる程度だから

上手く伝えること

ができないから

恥ずかしいと思うから

以前相談したが、その

際に嫌な思いをしたから

以前相談したが、断られたから

（支援対象外の場合を含む）

窓口で解決できる

と思わないから

どれも該当しない

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（13）　公的機関や民間団体に相談する際に希望する窓口の形態
　　　　　　（問16　複数回答） 32p

全体（N=1,322） 72p

回答の割合については、「相談窓口（対面）」が49.7％と最も多く、次いで「電話」が

46.0％、「電子メール」が27.1％となっている。

単 純 集 計

クロス集計

46.0% 

27.1% 

18.2% 

5.9% 

19.8% 

49.7% 

7.6% 

26.6% 

1.9% 

4.5% 

8.8% 

0.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

電話

電子メール

ＳＮＳ

オンラインのビデオ通話

チャット

相談窓口（対面）

自宅に来てもらう（対面）

気軽に立ち寄れる

居場所などで（対面）

その他

どこにも相談したくない

わからない

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（１）　悩みや困りごとの解決のため必要と思われる環境や支援
　　　　　　（問17　複数回答）

33p

全体（N=1,322） 74p

単 純 集 計

クロス集計

　５　女性に対するサポートについて

回答の割合については、「利用できる支援制度の情報提供」が61.3％と最も多く、次

いで「気軽に話を聞いてもらえる相談窓口」が56.7％、「経済的補助」が46.5％と

なっている。

35.3% 

56.7% 

61.3% 

20.7% 

17.0% 

16.4% 

46.5% 

23.8% 

27.3% 

23.6% 

26.2% 

3.1% 

5.7% 

0.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安心できる居場所

気軽に話を聞いてもらえる相談窓口

利用できる支援制度の情報提供

同じような悩みを持

つ人と出会える場所

相談・支援を受けている

間の寄り添いや見守り

自分の困りごとに気づいて声

をかけてくれる人や支援機関

経済的補助

就労の支援（資格取得などの働くため

の支援や、就職先を探すサポート）

カウンセリングなどの心理的支援

弁護士などによる法的支援

医療的ケア

その他

わからない

無回答
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＜調 査 結 果＞

　　（２）　DV・虐待・家族の不和などの解決のため必要と思われる環境や支援
　　　　　　（問18　複数回答）

33p

全体（N=1,322） 76p

回答の割合については、「加害者に完全に情報が秘匿され、安心して避難できる施

設」が66.1％と最も多く、次いで「必要な期間休息し、今後のことを考えることができ

る場所」が51.1％、「仕事探しの補助・支援」が44.3％となっている。

単 純 集 計

クロス集計

23.7% 

23.1% 

51.1% 

66.1% 

39.2% 

29.6% 

13.1% 

43.3% 

44.3% 

26.0% 

2.3% 

9.5% 

2.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

数時間程度休息し、

安心して過ごせる場所

同じような悩みを持

つ人と出会える場所

必要な期間休息し、今後の

ことを考えることができる場所

加害者に完全に情報が秘匿

され、安心して避難できる施設

生活全般について手厚い支援を

受けながら自立が目指せる施設

ゆるやかな支援・見守りを受け

ながら、自立が目指せる施設

在宅で受けられる見守り支援

住まい探しの補助・支援

仕事探しの補助・支援

加害者への教育

プログラムの実施

その他

わからない

無回答

17



＜調 査 結 果＞

　　（３）　ひとり暮らしの女性の困りごとに必要と思われる環境や支援
　　　　　　（問19　複数回答）

34p

全体（N=1,322） 78p

回答の割合については、「安心して生活できる住まい」が76.8％と最も多く、次いで

「入院時などに身寄りがない方の身元保証」が58.5％、「終活支援」が40.9％となっ

ている。

クロス集計

単 純 集 計

76.8% 

36.1% 

15.3% 

58.5% 

40.9% 

26.9% 

3.6% 

4.8% 

1.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

安心して生活できる住まい

地域とつながれる居場所

地域に貢献できる仕組みづくり

入院時などに身寄りが

ない方の身元保証

終活支援

飼育できなくなった

ペットに関する相談

その他

わからない

無回答
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第３章　調査分析

複数の質問項目回答を組み合わせたクロス集計を行った。その結果、身体的な

病気やケガによる体調不良を訴える人は、非正規雇用・無職、世帯年収400万未

満、年齢50歳以上の方に多い傾向が見られた。

悩み・困りごとを解決するための求める環境や支援について、20～30代は「経

済的援助」が多く、40～60代は「利用できる支援制度の情報提供」、70代以降

は「気軽に話を聞いてもらえる相談窓口」が多く、年代により求める支援に違いが

見られた。

また、単身世帯については、年齢は60代、世帯収入額は200万円台が最も多

かった。
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＜クロス集計分析＞

　　（１）　健康に関わる不安や問題　（問11）と回答者の職業（問４－１） 58p

　１　クロス集計分析

クロス集計

「身体の病気やケガでの不調がある」では、「無職」、「会社経営者・役員」、「求職中」の

回答が高い割合となっている。

「精神的な問題を抱えている」では、「求職中」、「無職」の回答が高い割合となってい

る。

「体力低下や自身に介護が必要になる不安が大きい」では、「無職」、「求職中」、「家族

従業者(家業手伝い)の回答が高い割合となっている。

項目ごとの回答では、「精神的な問題を抱えている」の「求職中（42.9％）」や「不安や

問題はない」の「学生（67.4％）」などが他の分類よりも高い割合となっている。

23.4 

8.0 

17.0 

9.6 

7.1 

14.6 

36.3 

38.6 

13.3 

19.3 

9.6 

12.0 

9.6 

24.1 

37.3 

16.1 

19.4 

1.2 

6.1 

12.1 

33.0 

43.8 

6.3 

25.0 

31.3 

30.8 

3.8 

19.2 

3.8 

19.2 

34.6 

27.3 

27.3 

9.1 

18.2 

36.4 

33.3 

23.3 

26.7 

3.3 

16.7 

13.3 

30.0 

40.1 

10.8 

25.1 

1.4 

3.8 

12.9 

31.4 

17.4 

15.2 

2.2 

4.3 

67.4 

42.9 

42.9 

28.6 

9.5 

19.0 

23.8 

46.4 

25.5 

30.0 

12.7 

9.1 

20.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

正社員（N=364）

派遣社員・契約社員（N=83）

パート・アルバイト（N=330）

会社経営者・役員（N=16）

自営業・自由業（N=26）

家族従業者（家業手伝い）（N=11）

その他（N=30）

主婦（N=287）

学生（N=46）

求職中（N=21）

無職（N=110）

身体の病気や

ケガでの不調

がある

精神的な問題

を抱えている

体力低下や

自身に介護が

必要になる

不安が大きい

妊娠・出産の

不安がある

手続きなどの

ときに、保証人

がいない

その他

不安や

問題はない
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＜クロス集計分析＞

　　（２）　健康に関わる不安や問題　（問11）と回答者世帯の年間収入（問５） 58pクロス集計

おおむね、年間収入が低くなるほど、「身体の病気やケガでの不調がある」、「精神的

な問題を抱えている」、「体力低下や自身に介護が必要になる不安が大きい」の回答が

高い割合となっている。

おおむね、年間収入が高くなるほど、「不安や問題はない」の回答が高い割合となっ

ている。

項目ごとの回答では、「身体の病気やケガでの不調がある」の「100万円未満

（43.7％）」や「不安や問題はない」の「1,000～1,499万円（48.5％）」などが他の分

類よりも高い割合となっている。

43.7 

25.2 

22.7 

0.8 

12.6 

16.0 

23.5 

42.1 

20.0 

31.0 

2.1 

9.0 

10.3 

25.5 

36.1 

13.9 

23.6 

3.2 

9.3 

14.4 

25.5 

34.8 

8.6 

25.1 

3.7 

7.5 

14.4 

28.9 

30.8 

9.4 

12.8 

4.3 

10.3 

11.1 

37.6 

29.7 

8.9 

19.8 

8.9 

2.0 

13.9 

35.6 

30.7 

10.9 

14.3 

6.7 

2.9 

9.7 

41.2 

21.2 

4.5 

13.6 

3.0 

16.7 

48.5 

31.0 

6.9 

10.3 

6.9 

6.9 

48.3 

28.8 

21.3 

23.8 

7.5 

10.0 

37.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

100万円未満（N=119）

100～199万円（N=145）

200～299万円（N=216）

300～399万円（N=187）

400～499万円（N=117）

500～599万円（N=101）

600～999万円（N=238）

1,000～1,499万円（N=66）

1,500万円以上（N=29）

わからない（N=80）

身体の病気や

ケガでの不調

がある

精神的な問題

を抱えている

体力低下や

自身に介護が

必要になる

不安が大きい

妊娠・出産の

不安がある

手続きなどの

ときに、保証人

がいない

その他

不安や

問題はない
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＜クロス集計分析＞

　　（３）　健康に関わる不安や問題　（問11）と回答者の年齢（問20） 59pクロス集計

年齢層が高くなるほど、「身体の病気やケガでの不調がある」、「体力低下や自身に介

護が必要になる不安が大きい」の回答が高い割合となっている。

おおむね、年齢層が低くなるほど、「不安や問題はない」の回答が高い割合となって

いる。

項目ごとの回答では、「体力低下や自身に介護が必要になる不安が大きい」の「70歳

以上（35.2％）」や「不安や問題はない」の「18～19歳（81.8％）」などが他の分類よ

りも高い割合となっている。

9.1 

13.6 

4.5 

81.8 

18.3 

17.6 

6.1 

17.6 

2.3 

7.6 

43.5 

19.2 

15.1 

11.0 

15.1 

5.8 

13.4 

39.0 

31.4 

15.1 

16.3 

1.2 

7.8 

10.6 

38.0 

41.1 

14.4 

22.1 

9.0 

16.1 

29.1 

41.0 

8.1 

28.2 

8.8 

15.4 

24.5 

43.6 

12.1 

35.2 

4.2 

9.1 

26.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

18～19歳（N=22）

20～29歳（N=131）

30～39歳（N=172）

40～49歳（N=245）

50～59歳（N=299）

60～69歳（N=273）

70歳以上（N=165）

身体の病気や

ケガでの不調

がある

精神的な問題

を抱えている

体力低下や

自身に介護が

必要になる

不安が大きい

妊娠・出産の

不安がある

手続きなどの

ときに、保証人

がいない

その他

不安や

問題はない
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＜クロス集計分析＞

　　（４）　回答者世帯の年間収入（問5）と回答者の年齢（問20） 46p

ほとんどの年齢層の回答において、「400～499万円」以下の分類は、全体より単

身者のみの割合が高くなっており、「500～599万円」以上の分類は、全体より単身

者のみの割合が低くなっている。

クロス集計

単身者のみの項目ごとの回答では、「100万円未満」の「18～19歳（66.7％）」や

「100～199万円」の「70歳以上（45.0％）」などが他の分類よりも高い割合となって

おり、全体との比較でも高い割合となっている。

66.7

16.7

16.7

15.4

13.5

23.1

23.1

13.5

1.9

1.9

7.7

3.4

3.4

27.6

24.1

20.7

10.3

3.4

3.4

14.3

5.7

17.1

25.7

17.1

5.7

14.3

10.6

8.5

31.9

19.1

14.9

6.4

2.1

2.1

4.3

16.7

36.7

21.7

3.3

11.7

6.7

1.7

10.0

45.0

30.0

10.0

2.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

18～19歳（N=6）

20～29歳（N=52）

30～39歳（N=29）

40～49歳（N=35）

50～59歳（N=47）

60～69歳（N=60）

70歳以上（N=40）

27.3 

9.1 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

40.9 

14.5 

9.9 

16.8 

15.3 

14.5 

5.3 

9.9 

1.5 

11.5 

7.6 

4.7 

16.3 

10.5 

8.1 

11.6 

27.3 

5.2 

1.7 

5.2 

6.5 

5.7 

7.8 

17.6 

6.9 

11.4 

28.6 

8.2 

3.3 

2.4 

7.0 

8.0 

14.0 

10.4 

11.0 

8.4 

22.4 

8.7 

3.7 

5.4 

10.6 

13.9 

18.3 

16.1 

9.9 

5.5 

12.8 

2.9 

2.2 

5.1 

7.9 

26.1 

30.9 

18.2 

3.6 

3.0 

2.4 

0.6 

4.2 

0%20%40%60%80%

18～19歳（N=22）

20～29歳（N=131）

30～39歳（N=172）

40～49歳（N=245）

50～59歳（N=299）

60～69歳（N=273）

70歳以上（N=165）

100万円

未満

100 ～

199万円

200  ～

299万円

300  ～

399万円

400  ～

499万円

500  ～

599万円

600  ～

999万円

1,000  ～

1,499万円

1,500万円

以上

わからない

【単身者のみ】【 全 体 】
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＜クロス集計分析＞

　　（５）　悩みや困りごとの解決のため必要と思われる環境や支援（問17）
　　　 　　と回答者の年齢（問20） 75p

項目ごとの回答では、「経済的補助」の「20～29歳（61.1％）」や「利用できる支援制度の

情報提供」の「50～59歳（68.9％）」などが他の分類よりも高い割合となっている。

　年齢層が低くなるほど「安心できる居場所」の回答が高い割合となっている。

年齢層が低くなるほど「経済的補助」、「カウンセリングなどの心理的支援」の回答が高い

割合となっている。ただし、「経済的補助」においては「18-19歳」の年齢層がまだ家族の扶

養に入っている割合が高いためか、「20～59歳」の各年齢層より回答が低い割合となって

いる。

　年齢層が高くなるほど「医療的ケア」の回答が高い割合となっている。

「気軽に話を聞いてもらえる相談窓口」、「利用できる支援制度の情報提供」はどの年齢層

でも回答が高い割合となっている。

クロス集計

59.1 

50.0 

45.5 

36.4 

13.6 

18.2 

36.4 

18.2 

40.9 

18.2 

13.6 

9.1 

48.1 

56.5 

57.3 

24.4 

16.8 

22.1 

61.1 

29.0 

39.7 

22.1 

18.3 

1.5 

2.3 

44.8 

53.5 

53.5 

22.7 

22.1 

21.5 

55.2 

27.3 

33.1 

21.5 

19.8 

5.2 

5.2 

35.9 

50.6 

62.0 

27.3 

17.6 

18.0 

52.7 

31.8 

32.7 

26.5 

25.3 

2.0 

4.5 

33.4 

56.5 

68.9 

17.4 

17.4 

14.0 

51.5 

28.8 

26.8 

27.1 

28.1 

3.7 

5.4 

29.7 

63.0 

67.0 

17.6 

13.6 

16.1 

34.8 

17.2 

22.3 

25.3 

30.0 

2.6 

7.7 

23.6 

62.4 

51.5 

15.2 

16.4 

9.1 

29.7 

7.3 

12.7 

16.4 

33.3 

3.0 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

18～19歳（N=22）

20～29歳（N=131）

30～39歳（N=172）

40～49歳（N=245）

50～59歳（N=299）

60～69歳（N=273）

70歳以上（N=165）

安心できる居場所

気軽に話を聞いて

もらえる相談窓口

利用できる支援

制度の情報提供

同じような悩みを持つ

人と出会える場所

相談・支援を受けている

間の寄り添いや見守り

自分の困りごとに

気づいて声をかけて

くれる人や支援機関

経済的補助

就労の支援（資格取得

などの働くための支援や、

就職先を探すサポート）

カウンセリングなど

の心理的支援

弁護士などによる

法的支援

医療的ケア

その他

わからない
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